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1. 背景および目的 

 リ ュ ウ キ ュ ウ ア ユ (Plecoglossus altivelis 

ryukyuensis)は鹿児島県奄美大島にのみ生息してい

る，本土産アユの亜種である．現在，個体数の減少

が著しく，絶滅危惧種ⅠA 類(CR)に登録されており

(環境省，1991)，その保全対策は急務である．沖縄

本島では 1980 年代にさしかかり絶滅が確認されて

いる．現在，本種の減少要因は明確に特定されてお

らず，保全にあたって要因を明確にすることが最も

重要である． 

その中で，現在のリュウキュウアユの生息河川と

非生息河川および過去の沖縄島の生息河川を比較す

ると，現生息河川は内湾に河口域をもち，比較的広

い汽水域を有する傾向があり，汽水域確保の重要性

がうかがえる．そこで本研究では河口汽水域の広が

りを把握し，沖縄と奄美大島での比較を行い，減少，

絶滅の要因を明らかにすること，また，汽水域の広

がりとリュウキュウアユの在・不在との関係を明ら

かにすることを目的としている．  

 

2．研究方法 

 2-1 研究対象地 

研究対象河川は奄美大島・沖縄本島北部の河川とし

た．この中で奄美大島の役勝川，河内川は現在でも

リュウキュウアユが生息している河川である．一方，

沖縄の奥川，源河川は過去は生息していたが現在は

姿を消してしまった河川である．また，大川は奄美

大島最大の河川でありながら，リュウキュウアユは

生息していない河川である．図-1，図-2 に四宮(1997)，

Sawashi et al.(1994)，川那部(1972)，西田(1992)

によるリュウキュウアユの在・不在の調査結果を示

す． 

 2-2 研究手法 

研究に際し，画像の解析にリモートセンシングを

用いた．河口汽水域は水位や塩分濃度が時空間的に

絶えず変化するため，一度に広範囲で同時刻のデー

タを取得することができるリモートセンシングの活

用は非常に有用である．汽水域の抽出には河川水と

海水の温度差を利用した．温度の違いによって衛星

画像の熱赤外域の波長帯の放射輝度に違いがあるた

め抽出が可能である．  

解 析 に は Terra/Aster に よ る 熱 赤 外 画 像

2009.03.16 2009.02.12 2006.01.03 の沖縄島北部， 

2006.03.17 の奄美大島の画像を用いた．分解能は 90

ｍである． 

 

 
図-1 奄美大島におけるリュウキュウアユ生息河川 

 

 

図-2 沖縄島におけるリュウキュウアユ生息河川 

 

3．結果 

解析結果を図-3，図 4 に示す． 

図中の矢印が河川の流入方向を表している．また，

低水温領域を青色，高水温領域を赤色として表示し

ている． 

図-3 よりリュウキュウアユが現在生息している河

内川，役勝川では冷涼な河川水が海水とうまく混合

し比較的広範囲に汽水域が形成されていることがわ

かる．河口から 2～3km にわたって広がっている．

一方，大川では上述の２河川より汽水域が小さいこ

とがわかる． 

 次に図-4，沖縄の河川を見てみる．沖縄北部の奥

川，源河川には多少ではあるが海域よりも水温の低

い領域(汽水域)が形成されていることが分かる． 
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図-3 大川(右上)，河内川(左下)，役勝・住用川(右下) 
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図-4 奥川(上)，源河川(下) 

 

4．考察 

 4-1 汽水域の形成範囲に見る河川間の比較 

 奄美大島の河内川，役勝川では冷涼な河川水が海

水とうまく混合している一方，大川は河川がいきな

り外海に面しているため河川水と海水がうまく混合

しなかったことが汽水域の形成面積の差として表れ

たと考えられる．そして，図-1，図-2 と比較すると

汽水域の形成とリュウキュウアユの生存は関連して

いることが分かる． 

 一方，沖縄島でも汽水域は認められ，特に源河

川は内湾に属していないにもかかわらず広範囲に汽

水域が形成されているため，過去のリュウキュウア

ユの生存につながったのではないかと考えることが

できる．しかし，奄美大島の河川と比較して汽水域

の形成範囲が小さかったことがリュウキュウアユの

減少そして絶滅要因となったのではないだろうか． 

他にも要因は考えられるので一概には言えないが

汽水域の確保が必要であることはたしかである．汽

水域面積には，流域面積，雨量，風向・風速，潮流

等関係してくるので，それらのうちどれかが要因と

して関わってくると考えられる． 

 

 4-2 画像解析上の問題点と今後の課題 

 今回の解析では画像自体のノイズが多かった．図

-3 の大川と役勝川の河口域にある低水温領域はもと

の画像から見て雲の影響であるが，図-4 の源河川沖

に広がる低水温領域は説明しづらい．ノイズの原因

としては，雲の影響，ASTER センサ自体の影響，ま

た珊瑚によって熱の副射率に影響が出たこと等が考

えられる．現在検討中である．これらの影響をすべ

て取り除くことができれば，より明瞭に汽水域を特

定でき，具体的な形成範囲，形成面積まで把握する

ことができるようになる．そして，汽水域の形成面

積を特定できれば，沖縄と奄美でのリュウキュウア

ユの成育ポテンシャルの評価，汽水域面積とリュウ

キュウアユの在・不在との関係を定量的に比較する

ことも可能になってくる．以後の研究の課題とした

い． 

 4．結論 

 汽水域の形成範囲と実際のリュウキュウアユの生

存との関係より，リュウキュウアユの生息条件には

汽水域が必須であることがわかった． 

また，画像のノイズを取り除くことにより，さら

に明瞭な比較ができると考えている．  
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